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タイトル 
登山事故での被害を最小限に 

山岳救助隊が横浜市消防局航空隊と連携訓練 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 

６月２９日（月曜日） 午前１０時～午後４時 

６月３０日（火曜日） 午前１０時～午後４時 

※ 荒天時は、横浜市消防局航空隊と調整となります。 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 
横浜市金沢区福浦３－２ 横浜ヘリポート 

Ｗｈｏ 

（だれが） 

秦野市消防署山岳救助隊及び横浜市消防局航空隊 

※秦野市消防署山岳救助隊は各日１０人参加 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

ヘリコプターの特徴、誘導要領等の習得及びヘリコプターで

の救出訓練を実施します。 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

横浜市消防局航空隊による座学の受講及びヘリコプターを使

用し、登山中の負傷者をホイストでピックアップ、救出する連

携訓練を実施します。 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

登山中の事故や急病の際、安全、確実、迅速に救助するため、

横浜市消防局航空隊と連携訓練を実施し、災害時の連携力強化

を図るものです。 

過去の実績 

年１回程度、ヘリコプターを所有する隊との連携訓練を実施

しており、今までに、神奈川県警察航空隊、川崎市消防局航空

隊、横浜市消防局航空隊と実施しています。 

今後の取り組み 

県内の各航空隊と今後も継続的に連携訓練を実施し、救助技

術の向上及び現場での連携力強化を図り、登山事故時の安全、

確実、迅速な救助活動を目指すものです。 

問い合わせ 
秦野市消防本部警備第一課救助第一担当 担当：中村・堀野 

電話０４６３（８１）３０９９ 内線１１５・１１６ 
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